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和文要約 

 

この欄は和文要約です。和文要約は 600 字以内に納めて下さい。投稿原稿の種別ごとに文字数が

規定されていますが、その規定文字数にはここでの和文要約の文字数が含まれますので注意してく

ださい。論文もしくは研究ノートの場合の提出書類は、①表題紙、②和文要約、③本文、④英文要

約、の計 4 点です。なお、投稿原稿の種別により提出書類が異なります。各書類の作成にあたって

は、完全版下の原稿を作成して頂きますので、以下で説明する体裁の指示に従って作成して下さい。 

このファイルでは、災害情報学会誌「災害情報」の完全版下投稿原稿を作成するために必要な基

本的な情報を掲載していると同時に、作成して頂く版下原稿そのものの体裁をとっています。この

ため、このファイルの中の文章や図表を、これから書こうとしている実際のものに置き換えれば、

投稿原稿を容易に作成することができます。 

この和文要約の後に、２行あけて、キーワード（キーフレーズ）を 5 語（句）以内で挙げてくだ

さい。なお、このキーワード（キーフレーズ）の文字数も、前述の規定文字数に含まれますので注

意してください。「キーワード：」の左側は２文字あけ、下の例のようにインデントして下さい。 

 

 

キーワード：日本災害情報学会、災害情報、５語以内、語句が長い場合は改行してインデント

する 

 

 

１．はじめに 

これ以降のページは「本文」です。ここでは、災害情

報学会誌「災害情報」の投稿原稿を作成するために必要

となる基本的な情報について、作成して頂く版下原稿の

本文のスタイルに則り説明しています。 

 

２．投稿規定について 

本誌に発表する投稿論文等は、いずれも他に未発表の

ものに限ります。他で審査中あるいは掲載予定となって

いるものは二重投稿とみなし、本誌での発表を認めませ

ん。 

投稿する会員は編集委員会事務局に審査用原稿コピー

３部およびフロッピーを送付し、原稿本体は、審査終了

後、編集委員会からの通知にしたがい提出して下さい。 

執筆原稿は学会ホームページでの掲載を前提とします。

所定の執筆要領やこのファイルで説明している内容にし

たがい原稿を作成して下さい。 

 

３．原稿の種別について 

本誌の掲載原稿には、投稿原稿と依頼原稿があります。

投稿原稿の執筆に際しては、「執筆要領」に従って下さい。

依頼原稿の執筆に際しては、「執筆要領」に準ずるものと

し、英文要約については省略することができます。 

投稿原稿と依頼原稿のそれぞれについて、原稿の種類

として、「論文」、「研究ノート」、「調査報告」、「事例紹

介」、「災害記録」、「翻訳」、「書評」、「海外動向」、「国内

動向」、「学会活動」、があります。 

 

４．原稿の文字数の規定について 

論文、研究ノート、調査報告、災害記録、事例紹介、



翻訳、書評、海外動向、国内動向、学会活動の分量は次

の通りとします（表-1参照）。 

本文（図表等を含む、題目・著者・所属・和文要約・

キーワードを除く）、和文要約、英文要約およびキーワー

ド（キーフレーズ）を含めた全体で、前述の分量におさ

まらなくてはなりません。ただし、表題紙に使用された

文字数は除外します。 

（１）論文 

論文は、12,000字以上 20,000字以内とします。 

（２）研究ノート、調査報告、事例紹介、災害記録、翻訳 

研究ノート・調査報告・事例紹介・災害記録・翻訳は、

12,000字以内とします。 

（３）書評、海外動向、国内動向 

書評、海外動向、国内動向は、原則として、8,000 字以

内とします。 

（４）学会活動 

学会活動の分量については、編集委員会が決めます。 

 

５．提出書類の構成について 

（１）論文・研究ノート 

論文と研究ノートの場合は、本文（図表等を含む）の

ほか、表題紙、和文要約、英文要約、およびキーワード

もしくはキーフレーズを添付して下さい。 

（２）調査報告・災害記録・翻訳・書評・海外動向・国

内動向・学会活動 

調査報告・災害記録・翻訳・書評・海外動向・国内動

向・学会活動の場合は、本文のみです。 

 

６．提出書類の様式：全体について 

原稿は、A4 版の用紙設定で、25字×50行の２段組を

基本として作成してください。基本マージンは、左右上

が 20mm 程度、下が 25mm 程度です。基本フォントは

MS 明朝またはTimes New Roman の 10pt です。 

 

７．提出書類の様式：表題紙 

表題紙には、題名・著者名・所属、連絡先等をセンタ

リングで記して下さい。 

表題紙は、基本マージンに加えてさらに左右 10mm程

度あけて下さい。つまり、A4 用紙に対して左右のマージ

ンが 30mm程度にします。 

題名の上に基本フォントにて 10 行の空白行を設けて

ください。 

題名はMSゴシックの 20ptで記載して下さい。一行に

収まらない場合は適宜改行して下さい。 

題名の下に基本フォントにて 3 行の空白行を設け、そ

の下に、著者名を記載して下さい。フォントは MS 明朝

またはTimes New Roman の 12ptです。著者が複数名の

場合は著者名の間に「・」を挿入して下さい。 

著者名の下に基本フォントにて 3 行の空白行を設け、

その下に、著者の所属を記載して下さい。フォントは基

本フォントです。著者と所属は肩付き数字（上付数字）

で対応づけて下さい。 

連絡代表者氏名、代表者連絡先、投稿カテゴリーも記

載して下さい。 

 

８．提出書類の様式：和文要約 

和文要約は、600 字以内のものを本文の前に添付して

下さい。表-1の規定文字数にはここでの和文要約の文字

数が含まれますので注意してください。 

和文要約は、基本マージンに加えてさらに左右 10mm

程度あけて下さい。つまり、A4 用紙に対して左右のマー

ジンが 30mm程度にします。 

最上部から基本フォントにて 1 行の空白行を設け、そ

の下にMSゴシックの 14ptにて見出し（センタリング）

を記載して下さい。その下に基本フォントにて 1行の空

白行を設け、基本フォントにて和文要約を書いて下さい。 

和文要約の下には、基本フォントにて 2 行の空白行を

設け、その下に、基本フォントにて和文キーワード（キ

ーフレーズ）を記載して下さい。なお、このキーワード

（キーフレーズ）の文字数も、表-1の規定文字数に含ま

れますので注意してください。 

「キーワード：」の左側は例のようにインデントして

下さい。 

 

９．提出書類の様式：英文要約 

英文要約は、論文は 300 語以内、研究ノートは 200語

以内とします。表-1の規定文字数にはここでの英文要約

の語数が含まれますので注意してください。フォントは

基本フォントです。 

英文要約は、基本マージンに加えてさらに左右 10mm

程度あけて下さい。つまり、A4 用紙に対して左右のマー

ジンが 30mm程度にします。 

最上部から基本フォントにて 1 行の空白行を設け、そ

の下にTimes New Roman（bold）の 14pt にて見出し（セ

表-1 表の見出しは表の上に配置 

提出物 

原稿の種類 規定文字数 表題紙 

本文 

和文要約 

英文要約 

論文 12,000字以上 

20,000字以内 

研究ノート 

要＊ 

調査報告 

事例紹介 

災害記録 

翻訳 

12,000字以内 

書評 

海外動向 

国内動向 

8,000字以内 

学会活動 編集委員会が決める 

要 

不要 

    

*依頼原稿の場合は英文要約を省略することができる。 

 



ンタリング）を記載して下さい。その下に基本フォント

にて 1行の空白行を設け、基本フォントにて英文要約を

書いて下さい。 

英文要約の下には、基本フォントにて 2 行の空白行を

設け、その下に、基本フォントにて英文キーワード（キ

ーフレーズ）を記載して下さい。なお、このキーワード

（キーフレーズ）の語数も、表-1の規定文字数に含まれ

ますので注意してください。 

Keywordsという部分は太字にして、例のように左側を

インデントして下さい。 

 

１０．提出書類の様式：本文 

（１）タイトルページ 

タイトルページとは、提出書類の本文の、題目等を記

載する第 1ページ目のことです。 

タイトルページでは、題目、著者、所属、和文要約、

キーワードを記載し、その下に本文を記載します。 

題目・著者・所属・和文要約・キーワードの部分は、

基本マージンに加えてさらに左右10mm程度あけて下さ

い。つまり、A4 用紙に対して左右のマージンが 30mm

程度にします。 

a）題目 

題目は、空白行を設けず、MSゴシックの 20pt で記載

して下さい。一行に収まらない場合は、適宜改行して下

さい。 

b）著者名（および所属・連絡先） 

題名の下には、基本フォントにて 2行の空白行を設け、

その下に、著者名をMS明朝またはTimes New Roman の

12ptにて記載して下さい。著者が複数名の場合は著者の

間に「・」を挿入して下さい。 

著者名の下には、基本フォントにて 1 行の空白行を設

け、その下に基本フォントにて著者の所属を記載して下

さい。著者の所属の下には、空白行を設けずに連絡先（住

所）を括弧書きで記載して下さい。左側をさらに 1文字

文あけてください。著者と所属は肩付き数字（上付数字）

で対応づけて下さい。 

c）英文タイトル、著者名、要約 

英文タイトル、著者名、要約は、和文の後に改ページ

して記載して下さい。英文タイトルは空白行を設けず、

Times New Roman 20pt で記載して下さい。 

英文著者名と所属の下には、基本フォントにて 2 行の

空白行を設け、その下に基本フォントにて英文要約を記

載して下さい。ここで記載する英文要約の内容は、前述

の「提出書類の様式：英文概要」にて記載する内容と同

じにしてください。 

d）キーワード 

英文要約の下には、基本フォントにて 2 行の空白行を

設け、その下に、Times New Roman（italic）の 10pt にて

英文キーワード（キーフレーズ）を記載して下さい。

Keywordsという部分は太字にして、例の様にインデント

して下さい。 

ここで記載する英文キーワードの内容は、前述の「提

出書類の様式：英文概要」にて記載する内容と同じにし

てください。 

なお、タイトルページにおける題目・著者・所属・英

文要約・キーワードは、表-1の規定文字数には含まれま

せん。 

e）本文 

キーワードの下には、基本フォントにて 2 行の空白行

を設け、その下から、基本マージン、基本フォント、2

段組（1段 25文字）にて本文を記載して下さい。 

（２）一般ページ 

第 2 ページ以降の通常のページでは、タイトルページ

の本文部分と同じく、基本マージン、基本フォントにて

本文を作成します。 

a）注 

注はできるだけ避けて下さい。本文中で説明するか、

もしくは本文の流れと関係ない場合には本文末尾に置い

て下さい。 

注は、本文中の該当箇所の右肩に上付き文字で１）か

ら順に番号を打ち、注自体は本文の後にまとめて記載し

て下さい１），２）。 

b）参照文献 

本文や注などにおいて参照文献を挙示する際は、著者

名（発行年：ページ数）、または、（著者名 発行年：ペ

ージ数）とします。 

本文末尾に、参照文献をまとめて列挙します。その際、

著者名、発行年、題名、出版社（欧文の場合はその前に

出版社所在地 都市名を併記）の順に記載して下さい。

欧文の書名はイタリック体にして下さい。 

ホームページを参照する場合は、URL と参照年月日を

明記して下さい。 

c）見出し（見出しが１行以上に長くなるときはこの例の

ようにインデントして折りかえす） 

見出しのレベルは 3段階までとします． 

第 1 レベルの見出し（章）は、MSゴシックの 10pt に

て、「１．はじめに」などのように、数字（全角）、ピリ

オド（全角）に続けて見出しを書きます．第 1レベルの

見出しの上には、基本フォントにて 1行ずつの空白行を

設けます。 

第 2 レベルの見出し（節）は、MSゴシックの 10pt に
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図-1 図の見出しは図の下に配置 

 



て、「（１）見出し」などのように、数字（全角）を括弧

（全角）で挟み、その続きに第 2 レベルの見出しを書き

ます。第 2レベルの見出しの上下には、空白行を設けな

いで下さい。 

第 3 レベルの見出し（項）は、MSゴシックの 10pt に

て、片括弧（全角）付きのアルファベット（半角小文字）

を書き、その続きに第 3 レベルの見出しを書きます。第

3 レベルの見出しの上下には、空白行を設けないで下さ

い。なお、第 3 レベルより下位の見出しは用いないで下

さい。 

d）図表 

図表は、それらを最初に引用する文章と同じページに

置くことを原則とします。原稿末尾にまとめたりしては

いけません。また、図表はそれぞれのページの上部に集

めてレイアウトして下さい。図表の横幅は、「２段ぶち抜

き」あるいはこのサンプルの表-1や図-1のように「１段

の幅いっぱい」のいずれかとします。図表の幅を１段幅

以下にして図表の横に本文を配置することはやめて下さ

い。図表と文章本体との間には、基本フォントにて１行

程度の空白行を設けて下さい。 

図表中の文字や数式の大きさが小さくなり過ぎないよ

うに注意してください。 

図の見出しは図の下に、表の見出しは表の上に、それ

ぞれセンタリングして配置して下さい。図表の見出しは、

9pt にて表記します。「図-1 見出し」のように、図表番

号を MSゴシックで表記し、全角スペースを挟んで見出

しをMS明朝もしくはTimes New Romanにて表記します。

見出しが 1行を越える場合はインデントして下さい。 

本文の文章中にて図表番号を参照する際には、図-1の

ように、図表番号をMSゴシックにして下さい。 

他者の図版を転用する際は、著作権者の了解を得るこ

となく転用してはなりません。 

e）数式 

式や数学記号は、なるべく数式用のフォントを使用し

て作成してください。数式や数学記号の品質が悪いと版

下原稿として受け付けません。 

式や数学記号は、例えば 

ppxaxaxaay ++++= L22110     （1a） 

( )∑
=

−=

n

i

ii
yyL

1

2
ˆ               （1b） 

のように本文と独立している場合、あるいは、âのよ

うに文章の中に出てくる場合でも、数式用のフォントを

用いて作成します．数式はセンタリングし，式番号は括

弧書きで右詰めにします． 

（３）最終ページ 

最終ページには、謝辞・付録・注・参照文献などがあ

る場合にそれらを本文の後に記載します。 

最終ページの１段目と２段目の末尾の長さがほぼ揃う

ように調整して下さい。 

末尾には、基本フォントにて 1 行の空白行を設けた後

に、MSゴシックの 9ptにて原稿受理日を記載してくださ

い。原稿受理日は原稿の締め切り日として下さい。 

 

１１．投稿およびその他の通信先について 

投稿およびその他の通信は、「〒162-0825 東京都新宿

区神楽坂 2-12-1-205日本災害情報学会事務局気付 学会

誌編集委員会事務局宛（E-mail tokio@jasdis.gr.jp）」にお

願い致します。 

 

謝辞：「謝辞」は本文の後に置いて下さい。謝辞の見出し

とコロンをMSゴシックの 10pt で書き、その直後から基

本フォントにて謝辞の文章を書いて下さい。 

 

付録 付録タイトルがある場合はここに付録タイトルを

記載 

 

付録がある場合は、謝辞の後に付録を記載します。 

MSゴシックの 10pt にて付録の見出しを書きます（付

録タイトルがある場合はそれも記載）。付録の見出しの上

下には、基本フォントにてそれぞれ 1行の空白行を設け

ます。付録の本文は基本フォントにて記載して下さい。 

 

補注 

1) 本文中の該当箇所の右肩に上付き文字で１）から順に番号

を打ち、注の内容はここにまとめて記載して下さい。 

2) 注の見出しはMSゴシックの 10pt です。注の内容はMS明

朝もしくはTimes New Roman の 9ptです。 

3) 参照文献を挙げる際は、MS明朝もしくはTimes New Roman

の 9ptにて、下記のようにインデントして下さい。 
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